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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 
 

回次
第164期

第３四半期
連結累計期間

第165期
第３四半期
連結累計期間

第164期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日

自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (千円) 2,466,532 2,958,632 3,314,567

経常利益又は経常損失（△） (千円) △336,352 169,532 △592,369

親会社株主に帰属する四半期純利
益又は親会社株主に帰属する四半
期
(当期)純損失（△）

(千円) △347,926 153,976 △768,242

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △591,329 34,210 △698,523

純資産額 (千円) 1,402,812 1,322,324 1,299,912

総資産額 (千円) 4,580,599 4,463,720 4,537,302

１株当たり四半期純利益金額又は
１株当たり四半期(当期)
純損失金額（△）

(円) △48.86 21.64 △107.88

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 29.3 29.6 27.3
 

 

回次
第164期

第３四半期
連結会計期間

第165期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年10月１日
至 平成28年12月31日

自 平成29年10月１日
至 平成29年12月31日

１株当たり四半期純損失金額
(△)　　　　　　

(円) △6.00 △10.4
 

 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、本文中における事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(継続企業の前提に関する重要事象等)

当社グループは前連結会計年度において前々連結会計年度に引続き継続して経常損失を計上し、継続企業の前提に

関する重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。

　しかしながら、連結財務諸表提出会社である当社は当該状況を解消すべく、以下の対応策を実施することにより、

継続企業の前提に関する重要な不確実性はないと判断しております。

　当社は、平成29年3月27日付で丸井織物株式会社と資本業務提携契約を締結しました。丸井織物株式会社が平成29年

3月28日から実施しておりました当社株式に対する公開買付けの結果、平成29年5月24日をもって総議決権の過半数を

保有し、当社の親会社および筆頭株主になりました。

本契約の合意内容にもあるとおり、当社の収益力と企業価値の最大化のため、経営資源を国内事業に集中してまい

ります。なお、海外メキシコ事業については、今期中撤退を目標に進行しております。

国内事業では、両社が得意とする、合繊織物分野での織から染までの一貫生産体制により、商品開発や製品販売を

推進しております。

また、当社が得意とする化繊織物、複合織物およびニットのストレッチ素材、起毛加工、ラミネートなどの独自技

術と人材を活かした当社の再生に向けて、丸井織物株式会社とともに、事業戦略・収益構造改革・組織戦略の3つのプ

ロジェクトを立上げ、協議・検討を行い、平成29年10月16日に中期経営方針「Ｗe Ｇo 130」を公表いたしました。

　当社グループは「Ｗe Ｇo 130」（2018年度～2020年度）に揚げている、2020年度に売上高4,458百万円、営業利益

130百万円、経常利益175百万円の目標達成に向けて全社一丸となって取り組んでおります。

 
２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境に改善が見られたものの、個人消費の回

復の遅れが見られました。世界経済は、欧米の不安定な政情やアジア・中東で顕在化した地政学リスクの高まりな

どにより、先行きは依然不透明な状況が続いております。

当繊維業界におきましても、国内外の大きな事業環境の変化、輸入原材料価格の高止まり、企業間競争の激化に

より、依然として厳しい環境にあります。

このような状況のもと、当社グループは、親会社である丸井織物株式会社と連携して、生産効率・収益の改善、

得意とする素材・加工の開発・販売を強力に推進しております。　

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は29億58百万円(前年同四半期比20.0％増)、経常利益は為替差益

２億72百万円などにより１億69百万円(前年同四半期は３億36百万円の損失)となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①　繊維事業

衣料用途においては、得意とする複合商品、高次加工商品は堅調に推移しました。資材用途においては、車輌

資材関連、高機能繊維商品関連は堅調に推移しましたが、メキシコ連結子会社の品質対応による経費が増加しま

した。

　以上の結果、繊維事業全体における売上高は、26億20百万円（前年同四半期比19.7％増）、営業損失は１億60

百万円（前年同四半期は２億43百万円の損失）となりまし

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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②　機械製造販売業

機械製造販売業における売上高は１億64百万円（前年同四半期比67.9％増）、営業利益は30百万円（前年同四

半期比67.6％増）となりました。

③　内装業

内装業における売上高は1億73百万円（前年同四半期比3.4％減）、営業損失は０百万円（前年同四半期は６百

万円の利益）となりました。

 
(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間の総資産は、前連結会計年度末に比べ73百万円減少し、44億63百万円となりました。

主な要因は、仕掛品の減少51百万円によるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べ95百万円減少し、31億41百万円となりました。主な要因は、短期借入金が13億

37百円増加したものの、1年内返済予定の長期借入金が1億86百万円、長期借入金が13億７百万円減少したことによ

るものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ22百万円増加し、13億22百万円となりました。主な要因は、為替勘定調整勘

定が１億49百万円減少したものの、利益剰余金が１億53百万円、資本剰余金が45百万円増加したことによるもので

あります。

 

(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発費の総額は26,123千円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成29年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成30年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,140,078 7,140,078
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は1,000株で
あります。

計 7,140,078 7,140,078 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年12月31日 ― 7,140,078 ― 506,000 ― 130,686
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成29年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
 普通株式  16,000  

― 単元株式数1,000株

(相互保有株式)
 普通株式   2,000 

― 同上

完全議決権株式(その他) 普通株式　7,087,000 7,087 同上

単元未満株式 普通株式  35,078 ― 単元株式数(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 7,140,078 ― ―

総株主の議決権 ― 7,087 ―
 

 

(注)１「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には,証券保管振替機構名義の株式が1,000 株(議決権 個)含まれて

おります。

２「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式503株が含まれております。

３ 当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成29年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

② 【自己株式等】

平成29年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
倉庫精練株式会社

石川県金沢市古府町南459 16,000 ─ 16,000 0.22

(相互保有株式)
株式会社キョクソー

石川県白山市八田町29 2,000 ─ 2,000 0.02

計 ― 18,000 ─ 18,000 0.25
 

(注) 当第３四半期会計期間末日現在の「自己株式等」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

　　 することができないことから、直前の基準日(平成29年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成29年10月１日から平成

29年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,109,712 994,455

  受取手形及び売掛金 836,301 ※1  954,734

  商品及び製品 153,325 131,609

  仕掛品 244,158 192,773

  原材料及び貯蔵品 156,350 158,108

  繰延税金資産 2,312 2,376

  その他 116,817 93,137

  貸倒引当金 △1,818 △735

  流動資産合計 2,617,159 2,526,460

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 943,543 940,506

   機械装置及び運搬具（純額） 517,007 525,473

   その他（純額） 229,438 236,773

   有形固定資産合計 1,689,989 1,702,752

  無形固定資産 5,601 4,140

  投資その他の資産   

   投資有価証券 182,112 181,021

   その他 45,305 52,209

   貸倒引当金 △2,865 △2,865

   投資その他の資産合計 224,553 230,366

  固定資産合計 1,920,143 1,937,260

 資産合計 4,537,302 4,463,720
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 675,623 ※1  696,299

  短期借入金 － 1,337,000

  1年内返済予定の長期借入金 255,829 69,600

  未払法人税等 7,918 16,154

  賞与引当金 19,805 10,520

  その他 169,116 222,514

  流動負債合計 1,128,294 2,352,089

 固定負債   

  長期借入金 1,446,058 138,900

  役員退職慰労引当金 12,782 16,695

  退職給付に係る負債 477,886 462,854

  負ののれん 3,438 2,546

  資産除去債務 95,449 96,410

  その他 73,480 71,900

  固定負債合計 2,109,096 789,306

 負債合計 3,237,390 3,141,395

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 506,000 506,000

  資本剰余金 130,686 176,681

  利益剰余金 368,660 522,637

  自己株式 △2,778 △2,891

  株主資本合計 1,002,568 1,202,427

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 19,218 23,493

  為替換算調整勘定 278,337 128,424

  退職給付に係る調整累計額 △57,226 △32,020

  その他の包括利益累計額合計 240,330 119,897

 非支配株主持分 57,013 －

 純資産合計 1,299,912 1,322,324

負債純資産合計 4,537,302 4,463,720
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 2,466,532 2,958,632

売上原価 2,351,011 2,746,388

売上総利益 115,520 212,244

販売費及び一般管理費 325,911 335,731

営業損失（△） △210,390 △123,487

営業外収益   

 受取利息 13,765 65

 受取配当金 2,421 2,119

 受取賃貸料 63,697 65,585

 持分法による投資利益 687 -

 為替差益 - 272,321

 その他 18,358 20,642

 営業外収益合計 98,930 360,735

営業外費用   

 支払利息 23,808 24,950

 賃貸費用 16,990 15,205

 持分法による投資損失 - 10,127

 為替差損 177,416 -

 その他 6,677 17,431

 営業外費用合計 224,892 67,715

経常利益又は経常損失（△） △336,352 169,532

特別利益   

 固定資産売却益 - 177

 特別利益合計 - 177

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△336,352 169,709

法人税等 11,611 15,009

四半期純利益又は四半期純損失（△） △347,963 154,699

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△37 723

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△347,926 153,976
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △347,963 154,699

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 5,892 4,217

 退職給付に係る調整額 7,333 25,206

 為替換算調整勘定 △256,592 △149,913

 その他の包括利益合計 △243,365 △120,489

四半期包括利益 △591,329 34,210

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △591,295 33,544

 非支配株主に係る四半期包括利益 △34 666
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第３四半期連結累計期間

(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

税金費用の計算 　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算す

る方法を採用しております。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を

計算すると著しく合理性を欠く結果となる会社については、法定実効税率を

使用して計算した金額を計上しております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高から除かれております。

 

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

受取手形 　―　千円 3,405千円

支払手形  　　―　〃 65,447〃
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及び負ののれんの償却額は、

次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

減価償却費 127,491千円 112,379千円

負ののれんの償却額 688〃 892〃
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント 合計 調整額
四半期連結損益計

算書計上額

繊維事業 機械製造販売業 内装業  （注）1 （注）2

売上高       

  外部顧客への売上高 2,189,210 97,993 179,328 2,466,532 ― 2,466,532

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

― 11,413 323 11,736 △11,736 ―

計 2,189,210 109,406 179,651 2,478,269 △11,736 2,466,532

セグメント利益又は損失(△) △243,388 17,905 6,445 △219,037 8,646 △210,390
 

(注) 1 セグメント利益又は損失の調整額は、すべてセグメント間の取引調整であります。

2 セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント 合計 調整額
四半期連結損益計

算書計上額

繊維事業 機械製造販売業 内装業  （注）1 （注）2

売上高       

  外部顧客への売上高 2,620,882 164,549 173,200 2,958,632 ― 2,958,632

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

― 9,366 ― 9,366 △9,366 ―

計 2,620,882 173,916 173,200 2,967,999 △9,366 2,958,632

セグメント利益又は損失(△) △160,367 30,007 △274 △130,634 7,147 △123,487
 

(注) 1 セグメント利益又は損失の調整額は、すべてセグメント間の取引調整であります。

2 セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は1株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損
失金額(△)

△48円86銭 21円62銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親会社株主
に帰属する四半期純損失金額(△)(千円)

△347,926 153,976

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株主に係る親会社株主に帰属する四半期純利益金額
又は普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純損失
金額(△)(千円)

△347,926 153,976

普通株式の期中平均株式数(千株) 7,120 7,122
 

 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事象はありません。　

 

 

２ 【その他】

 

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年２月13 日

倉庫精練株式会社

取締役会  御中

 

太陽有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   山　本　 栄 一      印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   泉　　　 淳 一      印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている倉庫精練株式会

社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成29年10月１日から平成

29年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、倉庫精練株式会社及び連結子会社の平成29年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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